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研究成果の概要（和文）：本研究では，WWW 上で流通する日本語テキストを言語資源として

活用し，言語構造の分析や意味解析などの計量的な言語処理を行う手法を考案する。そして，

外来語を始めとする語彙の用例を収集・分析し，それらを日本語コーパス（コンピュータで処

理可能な電子化テキスト）として活用する研究を行う。これにより，外来語などの語彙の使用

形態や表現の特徴を明らかにできることから，国語辞典に掲載する新出の外来語の選定や用例

集の抽出，難解な IT 用語の概念理解の支援などが実現できるため，言語学のみならず国語教

育や情報教育への応用も期待される。

研究成果の概要（英文）：There is a strong demand for the application of Japanese-language 
text circulating on the WWW as a language resource, to construct a method of quantitative 
language processing that involves steps such as language structure analysis and meaning 
parsing, focusing on Japanese in electronic form (particularly text data on the Internet). It 
is also thought necessary to collect and analysis examples of the usage of vocabulary, 
including loan words, and research the application of such examples as a 
Japanese-language corpus (electronic text that can be processed by computers). Since the 
implementation of such research would enable clarification of the characteristics of usage 
and expression of vocabulary such as loan words, this research is expected to be applicable 
not just to linguistics, but also to Japanese-language education and information education 
in order to implement programs such as the selection of newly-coined loan words that 
appear in Japanese-language dictionaries and the extraction of collections of usage 
examples to assist in the comprehension of difficult-to-understand IT language concepts. 
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１．研究開始当初の背景
一般になじみの薄い「外来語」（アジェン

ダやサーベイランスなど）を多用することは，
高齢者や日本語学習者の文章理解を妨げる
大きな要因の１つとなっている。このような
情報弱者を支援するために，『「外来語」言い
換え案』（国立国語研究所 2003）では，一般
に分かりにくい外来語を日本語に言い換え
る提案をしている。一方，情報技術の急速な
伸展とともに，インターネットを始めとする
電子テキスト上では，新しいコンピュータ用
語（IT 用語）が次々と誕生している。このよ
うな IT 用語は，英語を語源とする「外来語」
が大多数を占めており，コンピュータを専門
としない一般読者にとって理解し難い語彙
となっている場合が多い。
このように，国立国語研究所が中心となっ

て，「分かりにくい外来語」を「平易な日本
語」に言い換える案が出されている一方で，
IT 用語など WWW 上で次々と生まれてくる
「新出の外来語」に着目した研究は皆無であ
った。また，日本語テキストは，国内に限ら
ず全世界規模で，インターネットを介して流
通しているにも関わらず，ＷＷＷ上の日本語
そのものを「データ」としてとらえ，それら
を言語情報処理の分析対象とする研究が十
分に行われてきたとは言えない。

２．研究の目的
本研究の目的は，(1) ＷＷＷ上で流通する

日本語テキストを言語資源として活用する，
(2) 電子メディア化された日本語（特に，イ
ンターネット上のテキストデータ）を対象に，
言語構造の分析や意味解析などの計量的な
言語処理を行う手法を構築する，ことである。
そして，(3) 外来語を始めとする語彙の用例
を収集・分析する，(4) (3)を日本語コーパス
（コンピュータで処理可能な電子化テキス
ト）として活用する研究を行うことを目的と
している。

３．研究の方法
(1) ＷＷＷを用いた大規模日本語コーパス
の構築とその有効性の検討 本研究では，イ
ンターネット上の膨大な日本語テキストを
対象に，テキストの自動収集と整形，書誌情
報の付加，単語区切りや品詞などの言語的標
識の自動付与などを行い，日本語コーパスを
構築する手法を考案する。
(2) 文章理解支援への応用 日本語教育の
分野では，入門期の学習者を対象に使用頻度

の高い語彙を体系的かつ効果的に教授する
工夫がなされており，語彙の使用頻度は日本
語教材で使用する語彙の選定および提示順
序を決定するための客観的基準となり得る。
そこで，本研究では，上記(1)で構築された
日本語コーパスを用いて，語彙の使用頻度を
集計し，その調査で得られた知見に基づいて
教材開発を実施することを通じて，日本語学
習者を対象に文章理解を支援する環境を整
備する。
(3) 新出「外来語」の分析 日本語コーパス
から外来語を抽出し，新出「外来語」の使用
頻度を分析する。こうして得られた成果は，
新しい外来語へのなじみが薄いといわれて
いる高齢者や日本語学習者に対する日本語
理解を促すための教材作成時に必要な基礎
的資料となる。また,その資料は,日本語母語
話者に対する文章理解を支援する環境を構
築するために役立つものにもなり得る。

４．研究成果
本研究では，WWW を日本語コーパスとして

活用し，研究の対象とする際の諸問題ついて
も考察した。その結果，(1) サンプルに偏り
（バイアス）があること，(2) 執筆者の架空
の人格設定が存在すること，(3) 記述内容の
妥当性をどのように保証するのか，(4) 同一
人物による多数の投稿がみられること，(5)
記述内容の修正や更新などのデータ管理が
個人レベルで行われているものが多数存在
すること，(6) 不正な文章コピーや他サイト
からの引用がみられること，などが考慮すべ
き点として挙げられた。このように，サンプ
ルのバイアスは残るが，膨大な量の個人発の
データが蓄積できるようになったインター
ネットは知的資源として研究で利用できる
ものとなった。今後は，WWW を用いた日本語
コーパスのさらなる充実とその応用に向け
た研究に積極的に取り組むべきである。
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